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殺卵剤としての亜硝酸曹達の再評価

(1)屎尿メヂウム酸性化に用うる過燐酸石灰について

小財動

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 35年 2月10日受領）

特別掲載

銅虫卵殺滅薬剤，すなわちいわゆる殺卵剤に関する研

究については，すてにかなり多くの報告がみられ，いく

つかの有効薬剤が見出されているが，それらの薬剤のう

ち現在のところては， とくに亜硝酸曹達（長野，・ 1952),

二硫化炭素（松村， 1952),芥子油（国井， 1953),ネオヂ

クロン（和泉， 1954)等が比較的有効な殺卵物質と見倣

されているようてある．しかしこれらの薬剤にあつて

も，これをそのまま水中て使用した時にはかなりの殺卵

効果を発揮するが，これを実際に応用すべき場て、ある屎

尿メヂウム中て使用した時には著しくその効力を減じ，

30℃, 3日間作用時のそれは1,000倍以上の高稀釈ては

いずれの薬剤とも全く殺卵効果が認められない（小宮ら，

1956). この屎尿メヂウム中における薬剤の効力減損化

の原因は貯溜屎尿中のアンモニアの発生と，これによる

メヂウム pHのアルカリ化にもとずくものてあると考え

られている（小宮， 1958;国井， 1958;小林ら，未発

表）． しかし，かかるアルカリ性屎尿メヂウムの場合に

あつても，あらかじめこれを硫酸や塩酸等の強酸によつ

てメヂウムを酸性域に調整しておけば薬剤の効力は直接

作用時のそれと還 ゞ同等にまて強くなるという（国井，

1958). したがつて上記の殺卵剤応用に関しての最も根

本的な問題の一つは，屎尿メヂウム pHを確実に低下せ

しめるとともに，屎尿が下肥として使用される事を予想

し，同時にこの低下剤が農作物に害を与えず打しろその

肥効に寄与するがごとき低下剤を先ず探し出すことにあ

ると考えられる．以上の観点から著者はまず有効なる

pH低下剤の検索を行い，その一つとして過燐酸石灰を

とりあげこれによる屎尿メヂウム pHの酸性化と，その

酸性保持能力にについての検討を行い，同時にこれら数

種 pH低下剤使用時における亜硝酸曹達の蝙虫卵殺激効

果についても併せ試験したのてことに報告する．

農村地区便池内屎尿の pHの実態調査

殺卵物質による殺卵実験には，その実際的見地からこ

れを考えた場合には，当然薬剤作用の場は屎尿てあるペ

きてあるが，この場合にあつても，薬剤使用時の実際面

を考慮すると，人工的に作製した新鮮屎尿を試験に用い

るよりも実際の便池内の屎尿を用いるのが妥当てあろう

と思われる．けだし後者は程度の差はあれ，通常貯溜に

ょってすてにかなりの程度まてアルカリ性化しているの

が普通てあり，同時にかかるアルカリ性屎尿は弱酸性の

新鮮屎尿メヂウムよりも殺卵物質の効果を減損するもの

てあろうことが考えられるからてある． しかし便池内の

屎尿は実際には，屎尿の混合比も個々の便池により異な

り， pH もかなりの変動がみられることが予想されうる

のて，中間試験的立場から薬剤の効果を検討するために

は，まずかかる実際の屎尿 pHに近似し，かつそのメヂ

ウム条件もつねにほゞ一定した人工屎尿メヂウムを使月

する方が条件の均一性を保つ点からは望ましい．そとて

著者はまず実際に農村にみられる便池内屎尿の pHを実

地につき調査し，さらに人工屎尿を用いて，かかる屎尿

pHに近似させる条件を もとめた．

調査地区は滋賀県愛知川町地区（昭和34年 8月， およ

び同年11月調査），東京都下忠生村地区（昭和34年8月調

査），および埼玉県妻沼町地区（昭和34年 8月調査）てあ

る．同地区の便池内屎尿を採取し，その pHを Toyo比

色測定器（愛知川町地区）および BeckmanpH meter 

（忠生村および妻沼町地区）により実測した． その結果

は第 1表に示すように，愛知川町地区15世帯の便池につ

いては， 屎尿 pH平均値は，夏期8.13 (最大 8.8,最

小 7.2),冬期□6 (最大 8.4, 最小 7.2)てあり，忠生

村地区 (13世帯）ての夏期の調査結果ては， 平均1.74 

（最大8.33, 最小6.97) てあり，また同月の妻沼町地区

ての結果は平均7.99(最大8.58,最小6.91)てぁった．

なお愛知川町地区において，夏期と冬期における pH実

測値を比較すると， 冬期は夏期に比して屎尿メヂウム

pHは幾分低い傾向を示している．以上の 8地区につい
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第1表 農村における便池内屎尿 pHの実測値

便 滋賀県愛知川町 便 束忠（8昭京生.3都村426 下) 便 埼玉県
他 池 池（8妻昭.3沼42町5 ) 番号（8昭.3413 .) (11昭3.44.) 番号 番号

1 8.4 8.4 1 7.77 1 7.78 
2 8.8 8.2 2 6.97 2 8.43 
3 8.0 7.4 3 8.01 3 8.17 
4 7.6 7.2 4 8.33 4 7.28 
5 8.4 8.0 5 7.62 5 8.05 
6 7.6 7.2 6 8.00 6 8.32 
7 7.8 7.4 7 7.30 7 6.91 
8 8.2 8.0 8 8.00 8 8.02 ， 7.6 7.4 ， 7.48 ， 8.58 
10 8.4 8.2 10 7.66 10 8.30 
11 8.4 8.0 11 7.98 11 8.55 
12 8.4 7.6 12 7.72 12 7.59 
13 8.8 8.4 13 7.82 13 7.90 
14 8.4 7.8 
15 7.2 7.2 

平均 8.13 7.76 平均 7.74 平最均大 7.99 
最最大小- 8 . 8- 8.4-最最大-8.33-最 - 8.58-

7.2 7.2 小 6.97 最小 6.91 

pH測定方法ー一愛知川町： Toyo pH比色測定器を

使用，忠生村および妻沼町： Beckman pH meterを

使用．愛知川町のみは同一便池内屎尿につき夏期お

よび冬期においても測定した．

ての pH調査結果からすると， pHの高い夏期におけ

ふある任意地区の便池内屎尿の pHはおお打ね平均

8.0, 最大 pH値 8.3,-..,8.8内外てあろうことが考えら

れる．

さて，つぎに上記実際便池内屎尿メヂウムの pHに麿

情似し，かつ当該 pHについて底ゞ安定された条件の

人工屎尿を求めるべく以下の実験を試みた．

試験に使用した人工屎尿は人の新鮮屎尿をその混合比

1 : 5とし，これをガーゼにて 1回濾過し，その 1lを

3 l入りガラスシ リン ダー中にとり，これをガラス製の

畜で被い夏期室温（約25,-..,31℃)下に放置し， 放置時

間中におけるメヂウム pHの変動を BeckmanpH meter 

にて測定した。 また同上条件の新鮮屎尿の 50ml宛を

100 ml入り三角コルベン（ゴム栓にて密栓）中にとり

28.0℃，孵卵器内に保存した場合のメヂウム pHの変動

をも測定した．その結果は第1図にみるように， シリン

ダー中室温保存の場合には屎尿作製直後のメヂウム pH

'.t6.5Qて，保存 1日後 8.30, 同2日後 8.66, 同 4日後

8,68, 同7日後8.50てあった．また三角コルベン中孵卵

勘保存の場合には，屎尿作製直後のメヂウム pHは，

6,50て，保存1日後8.50,同2日後8.55, 同 3日後8.80,

伺4日後8.60, 同 7日後8.40てあった．屎尿 pHはいず

九も多少の差はあるが，傾向としては，当初の pH6.50 
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第 1図 新鮮屎尿の一定条件下貯溜にともなう同メ

ヂウム pHの変動

•一• 盛夏室温（約 25-31°C) 0 ・・• •O 

孵卵器内 (27-28°C) 屎尿混合比=1:5 

グラフ上の各点は・-・ 群において 1標
本 0• • • •O 群において5標本の平均 pH 値

を示す．

より保存 1日後にして急上昇し，以後僅かに上昇しつつ

3日後には屡ゞ最大値に達し，以後 1週間後まては厄と

んど一定の値を保ちつつ推移していることが判明した．

小括

農村地区便池内屎尿の pHの実測値は，愛知川町地区

においては平均 pH値は，夏期8.13(8.8~7.2), 同冬

期□6 (8.4~7'.2), 忠生村地区は夏期 7.74(8.33~ 

6. 97), 妻沼町地区ては，夏期7.99(8.58~6.91) てあり，

3地区の夏期平均 pH値は，おお舒ね8.00,最大 pH値

はほゞ 8.3~8.8 てあった．なお愛知川町地区において

夏期と冬期における pH値を実測値により比較するに，

冬期は夏期より屎尿メヂウム pHは幾分低い傾向を示

した．屎尿混合比を 1: 5とした新鮮屎尿を，夏期室温

(25":'31℃)下， または孵卵器内 (28.0℃)に保存した 1

場合，作製直後のメヂウム pHはいずれも6.50てあるが

保存 3~4 日後にして最高値8.80 まてに上昇し，以後 1

週後まてはおおむね一定の値を示した．

以上の結果より，新鮮屎尿の 3日間， 28.0℃保存のも

のを薬剤の殺卵基礎試験に使用すれば，実際便池内屎尿

の最大 pH値にほゞ近似の pHのものがえられ， しかも

薬剤作用期間中（約 3日間）は，屎尿条件に関する限り

てはおお舒ね一定の条件を保つものと考えられるのて，

以後の試験にはすべて新鮮屎尿を28.0℃, 8日間保存の

ものを用うることにした．
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貯溜屎尿 pH降下に関する実験

実験材料および方法

1. 供試屎尿：混合比 1: 5の新鮮屎尿を 3日間，27

~28℃孵卵器内に保存した．前記屎尿メヂウム pH 8.8 

のものを，薬剤使用直前に各事例につきそれぞれその

.50mlを 100ml入 り三角コルベン中にとり ，とれを試験

に供した．

2. 被検薬剤 ：pH降下剤としては，肥料過燐酸石灰

＇（神島化学製），の麻かに対照的意味をも含ませて，硫酸

,(関東化学製，試薬 1級）および塩酸（岩井化学製， 試

薬 1級）の 3種とし，これの屎尿メヂウム中への混入は

すべて原末または原液のままて行つた．

3. 実験方法 ：上記屎尿50ml(pH 8. 8)に対して，

これを弱酸性（麿ゞ pH 6.3内外） にまて下降させるに

要する肥料過燐酸石灰，硫酸および塩酸の必要量をもと

め，それぞれの必要液量を 50ml宛の屎尿に混入し撹拌

iした．なお，同一 pH低下薬剤使用事例については各 3

コ宛とした.pH調整各屎尿は，これを28.0゚0,孵卵器内

に放置し，放置後それぞれのメヂウム pH値を，各所定

？日数ごとに BeckmanpH meterにより測定した．

4. 対照 ：屎尿のみとした．

実験成績

各 pH低下剤に よる調整直前の屎尿 pHはすべて8.80

てあつたが，この屎尿 50mlに対して，これを pH 6.3 

内外の酸性域にまて 低下させるのに硫酸原液ては 0.24

ml; 塩酸原液てはo.75ml, 過燐酸石灰原末ては 4.0gを

それぞれ要した． 以上の各 pH低下剤によりメヂウム

,pH調整直後 (30分後）の各 3標本平均 pH値は，硫酸使

用時6.38,塩酸使用時6.30,過燐酸石灰使用時には6.51て
あつtc.pH調整後， 28.0℃孵卵器内に屎尿を保存した

場合における各メヂウム pHの変動をみるに，硫酸およ

び塩酸使用群にあっては，いずれも調整直後より保存日

数の経過にともない pH上昇の傾向を示し， 7日後には，

ともに約 7.5にまて達している．これに比して過燐酸石

灰使用群てはそれ麿ど著しい pH値の上昇を示さず， 3 

日保存後6.76, 7日後にあつてもなお 7.0以下にとどま

つてをり，上記 3種 pH低下薬剤中，最も安定性をしめ

した．な屡対照群においては，いずれも当初の pHと瑛

ゞ同様の高いアルカリ性 (7日後， 8.57)を示した．

pH低下剤使用時における亜硝酸曹達の殺卵効果

前記各種 pH低下剤使用メヂウムを用いた場合におけ

る同一濃度の亜硝酸曹達の殺卵力を比較実験した．

第 2表 数種 pH低下薬剤によるアルカリ性屎尿
pHの酸性化と酸性 pH保持能力(28.0°C)

に 屎尿メヂウム pH値

p手H段調整 調要整量した調整前調後分整後(3）直0 1日後 3日後 7日後

硫酸群使 8.80 6.35 6.77 7.40 7.50 
用 0.24ml 8.80 6.45 6.78 7.24 7.35 

8.80 6.33 6.90 7.50 7.53 

平均 8.80 6.38 6.82 7.38 7.46 

使塩 酸 8.80 6.40 6.77 7.34 7.30 
用群 0. 75ml 8.80 6.30 6.68 7.42 7.44 

8.80 6.22 7.10 7.80 7.63 

平均 8.80 6.30 6.85 7 52 7 .46 

過石燐灰使酸 4.0g 
8.80 6.50 6.30 6.70 6.85 
8.80 6.52 6.41 6.79 6.92 

用群 8.80 6.50 6.37 6.79 6.98 

平均 8.80 6.51 6.36 6.76 6.92 

非群照使）（対用
8.80 8.80 8.65 8.59 
8.80 8.80 8.65 8.54 
8.80 8.80 8.72 8.58 

平垣 8.80 8.80 8.67 8 57 

調整前の被検屎尿は各群につきすべて同一のものと
し，混合比，屎：尿=l: 5, 28°C, 3日間孵卵器内
貯溜のものとする. pH調整は硫酸， 塩酸とも各原
液使用とし， pHの測定は BeckmanpH meterを

使用した．

材料および方法

1. 虫卵材料：脈蝙虫子宮末端部内新鮮受精卵とし

た．これを亜硝酸曹達混入直前に各屎尿メヂウム中に

（虫卵濃厚懸濁液，2~3 滴）混入した．

2. 使用薬剤 ：殺卵物質としては亜硝酸曹達（米山薬

品製，試薬ー級）を使用した．亜硝酸曹達の作用濃度は

各実験群につき，それぞれ2,000倍，および4,000倍の

2種とした．実験にあたつては 中間稀釈倍液の各 200

倍， 400倍液各 3mlを屎尿メヂウム27ccに加えて所定

の作用濃度を調整した．

3. 薬剤作用屎尿メヂウム：前項屎尿 pH降下実験て

述べた各 pH低下剤による調整屎尿の28.0℃, 1日保存

後のものを使用した． したがつて亜硝酸曹達混入直前の

メヂウム pHは第2表の 1日保存の項のそれてあり， pH
値は硫酸使用群および塩酸使用群はともに約6.80,過憐

酸石灰使用群，約6.40,対照は8.80てあった．

4. 作用条件： 28.0℃ （孵卵器）， 3日間作用とした．

5. 薬剤作用期間中のメヂウム pHの測定：亜硝酸曹

達混入直前， 直後および作用 3日後におけるメヂウム

(80) 



pHをBeckmanpH meterにより測定した．

6, 薬剤の効果判定：薬液浸漬直後，各屎尿メヂウム

f,JlOmlを25ml遠心管にとり，これを 3回遠心水洗し，

饉を素焼瓦培養法 (28.0゚C)により培旋し，培養 3週

庶における虫卵の発育状況を観察した．

7. 対照：各 pH低下剤使用群における亜硝酸曹達使

囲に対する直接の対照として各群とも亜硝酸曹達非混入

のもの各1:::rずつを，また pH低下剤使用に対する対照

としては非 pH調整屎尿の亜硝酸曹達混入，非混入の別

をおいた．

実験成績

1. 亜硝酸曹達作用期間中のメヂウム pH値

亜硝酸曹達混入直前における各屎尿メヂウムについて

は第3表にみるごとく pH酸性調整群はいづれも弱酸性

をしめし，硫酸および塩酸酸性調整群の pHはおお舒ね

6.7 -6.8前後，過燐酸石灰による pH調整群ては 6.3

"'6,4前後てあった．亜硝酸曹達混入以後の pH値の変

麒ついては，混入直後，硫酸および塩酸調整群におい

てはともに 0.5前後の pH上昇をみ， 28.0℃, 3日間放

置後には，ともに 7.7前後にまて上昇したのに対して，

第3表亜硝酸曹達混入前，後における各種 pH既

調整屎尿メヂウムの pH 値 (28.0~C, 3日間作用）

作用亜硝
屎尿メ～ヂウムの pH値

尉［ 酸曹達の pH調整 1)日亜硝酸曹
稀釈倍 後亜硝酸曹達達混入直同 3日後

混入直前 後

謝職整群酸性
2,000 6.77 7.32 7.58 
4,000 6.78 7.32 7.~g ー＊ 6.90 7.44 7. -

罰嵐整酸酸群性
2,000 6.77 7.40 7.79 
4,000 6.68 7.30 7.68 

ー＊ 7.10 7.70 7.'61 

鵡約輝浄性酸請石
2,000 6.30 6.75 7.00 
4,000 6.41 6.84 7.12 

一＊ 6.37 6.80 7.08 

紐p蘭H） , r（ 調対 2,000 8.80 8.65 
4,000 8.80 8.65 

一＊ 8.80 8.65 

一＊亜硝酸曹達混入せず： pHの測定は BeckmanpH 

meterを使用した．

過憐酸石灰酸性調整群にあつては，亜硝酸曹達混入直後

杓6.4, 3日後には 7.0,_,7.1てぁった．過燐酸石灰調

鱈にぁっても，若干の pH上昇をみたとはいえ，その

鰻は前2者に比して，はるかに小さかつた．とのよう

な傾向は亜硝酸曹達を混入せずに保存した前実験のそれ

頃を一にしている．

(81) 
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第 4表数種 pH低下剤による屎尿酸性メヂウム下に

おける亜硝酸曹達の殺卵効果(28.0°C,3日間作用）

作用亜
硝酸曹

虫卵像
pH調整手段

達の稀 単細
釈倍 胞期

発育期仔虫期変性

硫調整酸酸群性
2,000 4 2 91 3 
4,000 4 1 90 5 

ー＊ 6 3 88 3 

塩酸酸性
2,000 3 1 95 1 

調整群
4,000 、 2 2 95 1 

ー＊ 2 

゜
95 3 

整過灰酸群燐性酸調石
2,000 54 

゜゜
46 

4,000 3 2 94 1 
ー＊ 4 1 94 1 

pH（非対調照整）群
2,000 5 

゜
94 1 

4,000 5 2 93 

゜ー＊ 5 

゜
95 

゜表中の各項数値は薬剤作用後の培養 3週末における

観察各虫卵の全卵に対する百分率を示す．

ー＊：亜硝酸曹達の混入なし．

2. 同上各種メヂウム中ての亜硝酸曹達の殺卵効果

第 4表にみるように， pH非調整屎尿を用いた対照群

にあつては，亜硝酸曹達の2,000倍， 4,000倍各作用時

とも全く殺卵効果なく，同時にまた各 pB酸性調整群に

あつても，亜硝酸曹達混入のないものにあつては全く殺

卵効果が認められなかつtc.pHを酸性に調整し，亜硝酸

曹達を混入した実験群にあつても，硫酸および塩酸使用

のものては，いずれも亜硝酸曹達の2,000倍稀釈液作用

て全く殺卵効果が認められなかった． しかし，過燐酸石

灰を使用したものては亜硝酸曹達の同じ2,000倍液作用

時には完全な殺卵効果か認められ，薬剤作用後の培養 3

週末の結果ては仔虫期卵は全く認められなかった．

総括および考察

蝙虫卵殺滅剤の実際応用の場はいうまてもなく便池内

屎尿中てあるが，このような野外試験を行う前段階とし

ての中間モデル試験的な意味ては，実際の屎尿 pHに近

似，かつ安定な屎尿を用いるのが妥当てあると考えられ

る． しかしそのためには，先ず実際に農村地区便池内屎

尿の条件，就中そのメヂウム pHの実態を把握すること

が必要となる．そcて 3カ所の農村地区の便池内貯溜屎

尿についての pH測定を行った．その結果は夏期の測定

時の平均 pH値は約 8.0(最高 pH8.8)てあり，また

夏期の pkvま冬期のそれよりも，よりつよいアルカリ性

が示された．

つぎにかかる実際の便池内屎尿の pHに近似した屎尿

メヂウムを人為的に作製するために，新鮮屎尿 C屎尿混
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合比， 1 : 5)を夏期室温，または28.0℃，孵卵器内て‘

保存し，保存時間に伴つて生ずるメヂウム pHの変動を

測定し，最も pH値が高く， かつ安定性を維持するに

いたる保存日数をもとめてみた． その結果は上記の気

温，および保存条件下においては， 3日後に最高の pH

値 8.8に達し，以後は比較的安定な値を保ちつつ推移す

ることが判明した． 即ちこの人工屎尿保存に依つて示

された最高の pH値は，前項農地便池内屎尿の夏期にお

ける最高 pHと同じ値を示した註1. このような新鮮屎

尿貯溜時の pH変動状況に関しては，国井 (1956),小林

(1958)等の報告もあるが， いずれも傾向としては著者

のそれとほゞ同一てある．

さて，緒言においても触れたように現在，いわゆる殺

卵剤応用上の最大の陸路は，いずれの殺卵剤にあつても，

その程度の差はあれ，屎尿メヂウム中てはその効力が水

中のそれに比して激減してしまうことてある（児王，

1954 ; 松村， 1955.;大沢， 1955;小宮， 1955; 久津見，

1955 ; 国井， 1958a, b等により，叉鉤虫卵においては

小林ら， 1958; 寺尾， 1958等により報告されている）．

その原因については国井 (1958a,b), 小宮ら (1958),小

林ら (1958)により屎尿貯溜中，腐熟に伴うアンモニア

の発生によるメヂウムのアルカリ化に起因すると報告さ

れている．そこて‘屎尿の pHを酸性域にまて低下させて

から殺卵物質を投入すれば効果は殆んど直接水中接触時

と同程度まて復元されるてあらうことが容易に考えられ

る．かかる推測は長野 (1952),児玉(1954),国井 (1956)

等により実際にも確かめられている．しかし，上記諸家

の場合には，その pHの低下薬剤としては，いずれも強

酸を使用しており，かかる強酸の使用は実際応用の段と

なると，その価格の点は度外視しても取扱者に対して危

険性が伴うことおよび農作物に対する薬害等が考えられ

る． したがつて，目下のところ殺卵物質の応用向上の根

本的な問題点の一つは，人畜に危険を与えることなく，

確実に屎尿の pHを低下させ，かつその効果が持続し安

定てある物質， さらにこれを農作物に施肥した場合に

は少なくとも薬害を与えることなく， かつ望打らくは

その肥効に利し，そして安価てある物質を探索するとい

うことにあると考える．そこて著者はかかる観点から，

従来化学肥料として使用されており，かつ屎尿へのその

混入が可能てあるとされている過燐酸石灰に着目し，そ

の使用時における屎尿メヂウムの pH降下能力および醗

性保持能力を硫酸や塩酸等のそれぞれの能力と比較検討

した．その結果は硫酸および塩酸使用群の屎尿はいづれ

も調整後 7日て約 pH7 .5(調整直後の pH 6.3前後）に

達した．これに比し過燐酸石灰使用群のそれは pH7.0 

以下（調整直後の pH 6.5)にとどまつてをり，上記3

種の pH低下薬剤中最も安定性を示した．

また，殺卵物質として亜硝酸曹達をとくに使用した理

由は下記の如くてある．即ち今まてに報告されているい

わゆる殺卵剤，二硫化炭素，芥子油，ネオヂクロンの喬

温作用時におけるそれぞれの殺卵力を，小宮ら (1956)

の実験の結果より比較検討するに，二硫化炭素 (250

倍），芥子油 (500倍），ネオヂクロン (1,000倍）は，新

鮮屎尿メヂウム中てはかなり高濃度においてもそれぞれ

不確実な効力しか示してをらず，また引火性，毒性およ

び価格等の諸難点により実用には困難てあらうとされて

いる． しかるに亜硝酸曹達の効力においては，それが艮

水（酸性調製）メヂウム中における成績てあるといへ，

4,000倍稀釈て 100%の殺滅を示し，また，すてに長野

(195~), 児玉 (1954),小宮 (1955¥により他の殺卵物質

に比し顕著な効力を有する旨が認められている．しかも

他の殺卵物質に比し，取り扱い上における安全性や施肥

時における薬害のなきこと（滝島， 1960),および価額等

の面からみても好ましいと考えられたからてある．

前記，実験結果において示された如<, pH低下剤中

最も安定を示した過燐酸石灰使用による屎尿酸性化メヂ

ウムにおいて亜硝酸曹達の殺卵効果を，硫酸および塩酸

使用時のそれと比較した．その結果は，硫酸および塩酸

使用のものては， ともに亜硝酸曹達の2,000倍稀釈液て

全く殺卵効果は認められなかった註2.

しかし上記濃度において過燐酸石灰を使用したものて

は，亜硝酸曹達の2,000倍稀釈液作用ても完全な殺卵効

力が認められた．今かかる過燐酸石灰を添加した亜硝酸

曹達による屎尿中銅虫卵殺減方法の利点を考察するに，

註 1 従来報告された屎尿中殺卵試験においては，その屎尿メヂウムは，いずれも新鮮屎尿そのまとを試験に供して

いる．しかし，新鮮屎尿の pHは貯溜屎尿のそれに比して，いちじるしく低く，屎尿中薬剤接触期間中，その

pH の変動が充分推察される．そこで筆者は屎尿中殺卵試験に用いる屎尿メヂウムとしては，農地便池内屎尿

のpHに等しく，かつ安定せる前記貯溜屎尿を用いることが最も合理的であると考えて使用した．

註 2 この場合混和硫酸ないし塩酸の濃度を増加するときは屎尿の pHは低下しその殺卵効果も発揮されることは奥

験により（表，略）たしかめられてはいるが，既記のように両剤ともこれ以上の混和濃度では実用に耐えない

(82) 



従来の報告ては該薬剤使用に際しては，屎尿分離という

繁雑な前処理的方法が必要てあつたが，この方法により，

かかる前処理的な繁雑な方法は必要としない事が判明

し，かつその殺卵効果も殆んど低下を見ることがなかつ

たのてある．さらにまた過燐酸石灰を屎尿中へ混入した

今回の実験においては，次の如 く多くの肥料的効果も併

碍待することが出来る．すなわち， i) 過燐酸石灰中

譴離の燐酸および硫酸が下肥中のアンモニアと結合

し，それぞれ燐酸アンモンおよび硫安を形成する.ii) 

遭中の窒素の揮散を抑制し，燐酸の量が窒素量と同量

となり，肥料要素として窒素のみに偏することを防止す

る.iii) 過燐酸石灰自身の酸も和らげられ土壊に吸収さ

闊易くなることおよび過燐酸石灰の一部不溶のものは，

土壌中の炭酸，および植物の根から出す根酸と結合して

植物に吸収される等諸種の利点が，その肥料的見地から

輝されている（浪江ら， 1956). なお本肥料は，その肥

料としての応用上の観点から室島 (1946)は栽培作物の

生育および使用者の経済の両面において妥当な線として

少なくとも屎尿量に対する 3,....,5 %の該肥料の混入を推

奨している．しかも，かかる場合における肥料過多症お

よび薬害は認められないと報告している．また，現在一

菰農家においては，実際に相当量の過燐酸石灰を肥料と

して使用している事情にあるのて，栽培作物に施肥ずる

麟 ，適当量の過燐酸石灰を屎尿へ混入することは労力

的にも可能てあろうと考えられる．

以上述べたごとく過燐酸石灰による屎尿酸性化と亜硝

酸曹達による寄生虫卵殺滅方法は， 殺卵効果はもとよ

り，その使用法の単純化，費用，危険性，および肥料効

穀の諸点において充分実用に供し得る可能性が認められ

た．叉，同肥料の各種濃度使用による屎尿 pHの低下指

力および酸性保持能力，かつ同肥料使用による酸性調整

メヂウムにおける各種濃度亜硝酸曹達の殺卵効果につい

てはさらに検討中てある．

結語

殺卵剤としての亜硝酸曹達使用法の改良，特に従来す

改：肥料として使用されていた過燐酸石灰利用による屎

暉性化の比較検討を試み，次の結果を得た．

1) 農村地区便池内屎尿の pHに関する実態調査の結

見 3地区の夏期平均 pH値はおお舒ね 8.0, 最大 pH

値は様ゞ 8.3,.....,8.8てあつた．なお愛知川町地区におけ

る夏期と冬期の実測値を比較するに，冬期は夏期より屎

尿メヂウム pH値は幾分低い傾向を示した．

2) 人工新鮮屎尿作製（屎尿比， 1 : 5)直後のメヂ
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ウム pHは 6.5て， 28.0℃, 3 ,_, 4日保存後に最高値

(8.8) まてに上昇し，以後 1週間まてはおお舒ね一定の

値を示した．最高 pH値および安定期の pH値は，前記

農地便池内屎尿の最大 pHとおおむね一致せる値を示し

た．

3) 新鮮屎尿（混合比， 1 : 5)を 3日間， 28.0℃,

（孵卵器内）て保存したものの pH 8.8を，約 pH 6.4 

に調整するに要した硫酸，塩酸および過燐酸石灰の量は

それぞれ，屎尿50mlに対し0.24ml, 0. 75 mlおよび 4.0

gてあった.cの pH調整屎尿を28.0℃，孵卵器内に保

．存した場合における，各メヂウム pHの変動は，硫酸お

よび塩酸使用群にあっては，調整後 7日て，いずれも約

7.5にまて達し，過燐酸石灰使用群のみ 7.0以下にとゞ

まつて居た．

4) 亜硝酸曹達混入前後における各種 pH既調整屎尿

メヂウムを28.0℃, 1日放置した時の pH値は，硫酸お

よび塩酸調整群ては約 6.8, 過燐酸石灰調整群ては約

6.4てあった．さらに上記各調整屎尿群に亜硝酸曹達を

混入し， 28.0℃, 8日放置後の pH値は，硫酸および塩

酸各調整群ては pH 7.7前後に上昇したのに対して過燐

酸石灰調整群ては 7.0,..._,7.1てあった．

的前記条件におけるそれぞれの亜硝酸曹達の殺卵効

果は，硫酸および塩酸使用のものてはいずれも亜硝酸曹

達の2,000倍稀釈液作用て，それぞれ約90%以上の仔虫

期卵の発育をみたのに反し，過燐酸石灰を使用したもの

ては亜硝酸曹達の同じく 2,000倍稀釈液作用て仔虫期卵

は全く認められなかった．

6) 過燐酸石灰―亜硝酸曹達系の殺卵剤としての実用

性等について検討を行った．

稿を終るに当り，終始御懇篤な御指導と御校閲を頂き

ました予研寄生虫部長小宮義孝博士に深甚なる謝意を表

し，また種々御教示を賜つた同部小林昭夫博士，柳沢十

四男博士及び同部諸先生に対し感謝の意を表します．
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RE-EVALUATION OF SODIUM NITRITE AS THE 

OVICIDE USED IN THE NIGHTSOIL (1 l 

ISAO KOZA! 

(Department of Paras£tology, Natz"onal Institute of Health, Tokyo, Japan) 

Despite the large 2.mount of work on the ovicidal substances used in the nightsoil for the 
last 10 years, only a few has been proved to. be of practical use. Most of substances studied did 
not show so high activity in the nightsoil as they showed in egg suspension in water. It was 
generally accepted that lowering in activity in the nightsoil was presumablly due to alkalinity of 
the liquour part of the nightsoil. In the present report the author attempted to maintain sodium 
nitrite active in the nightsoil by acidifiying nightsoil medium with addition of calcium super 
phosphate (Ca (H2 PO山） which has been already used as a chemical fertilizer, in comparison with 

-other agents for acidification, HCl and Hふ04.

1) A survey on the pH value of the nightsoil reserved in lavatories of farm-house in rural 
areas was conducted to know the alkalinity of the nightsoil where the ovicides should be. used 
and were functioning. Average value of pH in the nightsoil surveyed from three rural areas 
was about 8. 0 with 8. 8 and 6. 9 as both extremes in summer season. It was likely that the average 
value of pH in summer season was somewhat higher than that in winter. 

2) Changes in pH values of artificial nightsoil (feces : urine = 1 : 5) during the period of 
incubation at 28°C were recorded. pH of artificial nightsoil increased rapidly and attained to pH 
8. 8 after 3-or 4-day incubatlon, followed by constant phase in pH value for 7 days aft~rwards. 
The pH value shown in constant phase was as similar as the highest value of nightsoil surveyed 
m rural areas. 

3) The amounts of sulphric and hydrochloric acid and calcium super phosphate consumed 
to lower the pH from 8. 8 of artificial nightsoil incubated at 28°C for 3 days to 6.4 were 0. 24 ml, 
0. 75 ml and 4. 0 g/50 ml of nightsoil respectively:、 Furtherchange in pH of nightsoil adjusted to -
pH 6. 4 by addition of e互chagent was determined on 7th day after incubation. Both pH of the 
nightsoil added with sulphric and hydrochloric acid attained to 7. 5 and to less than 7. 0 in the case 
of calcium super phosphate. 

4) pH of the nightsoil adjusted by these agents and added with sodium nitrite to a final 
cocentration, 1 : 2,000 showed 7. 7 after 3-day incubation at 28°C in the case of acidified nightsoil 
with sulphric and hydrochloric acid and abuot 7. 0 in the case of with calcium super phosphate. 

5) Ovicidal activity of sodium nitrite in the nightsoil acidified with these agents under above 
condition were as follows. In the case of acidified nightsoil with hydrochloric .and sulphric acid 
sodium nitrite in concentration of 1 : 2,000 showed no ovicidal activity against ascaris eggs exposed 
for 3 days at 28°C. On the countrary, at the same concentration of Na-nitrite no larval formation 
was observed in the case of acidified nightsoil with calcium super phosphate. 

6) Ovicidal activity of sodium nitrite in the acidified nightsoil with calcium super phosphate 
was discussed from the point of its practical use. 
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